
多面的機能支援事業（多面的機能支払交付金）

埼玉県農林部農村整備課

【資料１】

1



制度の概要
１ 農地維持支払

地目 農地維持支払
基本単価

共同活動
基本単価

長寿命化
上限単価

田 3,000円/10a 2,400円/10a 4,400円/10a

畑 2,000円/10a 1,440円/10a 2,000円/10a

草地 250円/10a 240円/10a 400円/10a

２ 資源向上支払

○ 多面的機能を支える基礎的な保全活動

①共同活動
○地域資源（農地、水路、農道等）の質的向上を図る共同活動

②長寿命化
○ 施設の長寿命化のための活動

※共同活動は取組年数や活動項目により単価が減となる場合あり

水路の草刈り 水路の泥上げ

景観形成水路の補修 水路の大規模補修（土留設置）

国 県 市町村

負担割合 50％ 25％ 25％

見山環境保全会（さいたま市）
大字下野本地区地域資源保全隊

（東松山市）

熊谷市御正堰地域農地・水・環境保全
管理協定運営委員会（熊谷市）

東大久保農地・水・環境保全協議会
（富士見市）

大字下野本地区地域資源保全隊
（東松山市）
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実施目標

多面的機能支援事業の実施目標を、埼玉県では以下のとおり策定している。

・埼玉県５か年計画（計画期間：令和４～８年度）
→計画最終年度の令和８年度に農地維持支払のカバー率４２％

・埼玉県農林水産業振興基本計画（計画期間：令和３～７年度）
→計画最終年度の令和７年度に農地維持支払のカバー率４０％

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

目標
カバー率

３２％ ３４％ ３６％ ３８％ ４０％ ４２％

計画策定時からの各年度目標

※カバー率：農振農用地（田畑）に対する取組実施面積の割合
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事業実績【農地維持支払】

○市町村数・取組組織数・取組面積・カバー率の推移

○実施目標に対する達成率
⑴ 令和５年度

実施目標：３６％
実 績：３４．０％
達 成 率：約９４％

⑵ 令和６年度（見込み）

実施目標：３８％
実 績：３４．４％
達 成 率：約９１％
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（組織数） （％）

R1 R2 R3 R4 R5（実績） R6（見込み）

市町村数 47 48 48 47 47 47

取組組織数 348 360 374 379 396 398

取組面積（ha） 17,119 17,826 18,224 18,891 19,484 19,753

カバー率（％） 29.3 30.7 31.4 32.9 34.0 34.4

交付額（千円） 431,645 446,131 455,253 474,898 483,900 490,018



事業実績【資源向上支払（①共同活動）】
○市町村数・取組組織数・取組面積の推移
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共同活動

①施設の軽微な補修
例）水路の目地補修等

②農村環境保全活動
例）植栽による景観形成

生き物調査による生
物の生息状況の把握

必須の活動

③多面的機能の増
進を図る活動

例）遊休農地の有効活用
減災・防災力の向上等

任意の活動

R1 R2 R3 R4 R5（実績） R6（見込み）

市町村数 38 39 40 38 39 39

取組組織数 214 218 232 229 238 235

取組面積（ha） 9,604 10,192 11,331 11,446 11,542 11,716

交付額（千円） 130,855 135,713 141,696 142,609 143,453 143,305



事業実績【資源向上支払（②長寿命化）】
○市町村数・取組組織数・取組面積の推移

6上用水地区資源保全会（東松山市）

米崎いなほ会（春日部市）

水路の補修工事
（上段：外注、下段：直営施工）

土嚢によるため池の補修

鳥獣被害防止の対策

芦ヶ久保環境を守る会（横瀬町）

高見多面的機能組合（小川町）

（取組面積） （交付金額）

R1 R2 R3 R4 R5（実績） R6（見込み）

市町村数 19 20 22 23 26 25

取組組織数 71 72 84 87 93 95

取組面積（ha） 4,215 4,322 4,791 4,887 4,657 5,088

交付額（千円） 155,994 157,617 166,275 153,633 151,972 141,558



令和５年度活動状況①

令和５年度は主に以下のとおり推進を図りました。

（２）広報誌の作成

（１）市町村職員を対象にした研修会の実施

7

【広報誌】

【研修会資料】

（３）啓発品作成による推進

上：ポケットティッシュ
下：クリアファイル



川越・東松山地域 さいたま・加須・春日部地域 秩父・本庄・大里地域

左：難波田城公園地域環境保全協議会
（富士見市）

右：三保谷宿豊かな郷づくり協議会（川島町）

左：馬宮環境保全会（さいたま市）
中央：農援隊（羽生市）
右：赤沼農水里環理組合（春日部市）

左：大田の環境を守る会（秩父市）
中央：本庄市広域農村環境保全協議会（本庄市）
右：久保島地区農地・水・環境保全会（熊谷市）

難波田城公園地域環境保全協議会
（富士見市）

関東農政局長表彰による表彰

（４）活動組織を対象とした研修会、優良事例表彰式
○研修参加者
川越・東松山地域 97名
さいたま・加須・春日部地域 147名
秩父・本庄・大里地域 96名
合計 340名

令和５年度活動状況②
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活動事例（優良事例表彰） -
埼玉県多面的機能支援推進会議
(saidoren.or.jp)

https://www.saidoren.or.jp/noutimizu/award/


令和６年度実施計画

１．組織の広域化・合併の推進
・活動組織では、組織の中心となる人材の確保が課題
であるため、組織の広域化や組織同士が合併するこ
とで人材の確保を図る。

・広域化の推進は、活動組織の事務受託も勘案して土
地改良区等へも推進する。

２．農業者等への周知徹底
・他施策（ほ場整備事業、農地中間管理事業）の推
進説明会と連携し、説明・推進を行う。

・土地改良区等の総会等において、事業制度の周知
を図り推進する。

・ホームページに活動事例を掲載し、継続活動組織
や新規検討している団体へ支援・ＰＲする。

・土地改良区等を通じて、地域の農業者に事業パン
フレットを送付し、事業の周知を図る。

３．多様な組織や非農業者の活動参画の推進
・地域の非農業者に周知を図り、活動参画を推進し、
担い手農家の負担軽減を図る。

・地域外の非農業者参画について検討する。

４．既存組織の活動継続への支援
・活動組織の事務軽減のため、事務委託を推進し、
事業への取り組みやすさをＰＲする。

・活動組織を対象とした研修会を開催し、適切な活
動を指導する。

以下の推進方針に基づき、地域部会で重点推進地区を設定し、集中的に推進を行う。
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ご清聴ありがとう
ございました。
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